
＜地震による火災の原因＞

＜地震時の適切な行動＞

▲　地震が発生した時にまず行うべきことは、自らの命を最優先に考えた行動を

　　とることです。

▲　目前に火があり、消火器など簡単に消火が可能な場合に、小さな揺れのうちに

　　（初期微動時）消火するようにして下さい。

＜火災防止対策＞

◆　地震時（地震後）の注意点

▲　使用中の機器類のスイッチを切る。

▲　避難時に分電盤（ブレーカー）を遮断する。

▲   地震後に機器を再使用する際に、ガス漏れや配線器具などの安全確認を行う。
  　
◆　日常での注意点

▲　機器を正しい方法で使用する。

▲　適切な設置場所で使用し、可燃物や落下物の有無に配慮する。

▲　不要な電気機器のコンセントは抜く習慣を身につける。

▲　分電盤の位置と遮断方法を把握しておく。 （感震ブレーカーの設置）
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『地震による火災　－その時あなたがとるべき行動』

▲　電気機器や配線に関する火災

イ）電気ストーブ、照明器具が可燃物と接触して火災が発生する。

ロ）電気が復旧した際、通電状態となった電気ストーブ

　　鑑賞魚用ヒーターまたは地震で傷んだ配線から火災が発生する。


